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閑話休題　アルコール依存症について　三人のアルコール依存症神父のこと

その１　Ｍ神父のこと

「心が原因なら、わたしは、アル中毒（アルコール依存症）になってません。」Ｍ神父の言葉。病気には注文を付けられません、と独特の言い回しで病気の本質を語ってくれた。

僕の寿での相談の主なお客さんは、アルコール依存症（以下、アル中と略す）の面々。日本ではアルコール依存症は、正しい意味で病気とは思われていない。個人や家族にその責任があるとされている。個人の性格や人間性やその育ちに原因があると人は当たり前のように思っているようだ。

実は、僕もそうだった。なぜそう思うようになったのかその出所も由来も不明だ。そして、自分が思っているように他人も社会もそう思っていると疑いもなく安心しきっている。そう思う由縁も出所も不明なのに何の疑いもなく思い込んでいるときが偏見がもっとも強固であると言われる。社会は、わかりにくいことや集団（社会）に都合の悪いことなどは、大体、個人や家族（特に女性）に責任を押し付けて済ませてきた歴史がある。

ＷＨＯでは、普通の意味で病気であると宣言しているのだが。病気は、人間の故事来歴とは関係がない。

寿の単身のアル中さんは、医療や福祉関係者からどうにもならない人間と思われていた。その寿のどうにもならないアル中が、ＡＡプログラム（1935年(※1)にアメリカのオハイオ州アクロンで始まった自助グループ活動。現在は世界各国に広がって、数百万の回復した依存症者が、まだ苦しんでいるアルコール依存症者の回復のため主体的に活動している。）を実践したことによって、回復したのは、1979年であった。以来このプログラムを活用して、寿の多くの単身のアル中さんが回復し社会参加をしていった。それは、寿だけでなく日本全体に広がり、現在も着実に続いているプログラムであり活動である。

ちなみに、アルコール依存症は完治しない病気である。5年飲まないでいても10年飲まないでいても、一杯のアルコールを飲むことで5年前、10年前の状態に戻るのである。糖尿病も完治しないがコントロールすれば生活に支障がない。アルコール依存症も同じように飲まない生活を続け、生き方を変えていくことで普通に生活ができるのである。

さて、アル中が回復する病気であるということを、自らの回復と実践で明らかにしていった3人のキリスト教のカトリック神父のことを書いてみたい。

この3人の神父は、正真正銘、本物のアル中である。それも最重症レベル。アメリカ人のＭ神父は、日本の国立大学で講師として教鞭をとっていた。その間、アルコール依存症が進行し、教壇に立つことができなくなった。教会では、アメリカ本国へ強制的に帰国させることに決定した。その連行途中、東京でＭ神父は3人の付き添い（監視）者をまいて10日ほど行方不明になった。もちろん飲むためである。10日後無事に？発見され本国でアルコール依存症の施設に入れられ治療を受けることとなった。本人は、入所当初、一生このまま施設にいたいと願ったそうである。数年の飲まない生活で回復しはじめたＭ神父は、また、日本行きを教会から命ぜられた。本人は嫌で嫌でしょうがなかったという。

日本に来て、新たな仕事を始めたが、お酒を飲まない生活を続けるには、飲まないで生活しているアル中とまだ苦しんでいるアル中と出会って週何回かミーティングをする必要があった。ミーティング場を探したが、日本には［ＡＡ］のミーティング場がなかった。探したが、東京にアメリカ人の主催するミーティング場は1箇所しかなく、あとは米軍基地の中（横田や座間や横須賀など）だった。そこに通いながら、自分の生活圏の中にミーティング場を新たに作るための活動をはじめた。それは、自分自身が飲まない生活を続け生き残るためにも必要だった。ミーティングをするには、仲間が必要である。日本のアル中の仲間を探した。断酒会にも顔を出した。精神病院にもアル中を紹介してもらおうと訪問した。そこでＭ神父は愕然とすることになる。日本では、アル中は病気とは認められていなかったのだ。それも、医療や福祉関係機関の専門家でさえ。

アルコール依存症が病気であると実証するためには、どうにもならない人間と思われているアル中が回復する姿を見てもらわなくてはならない。Ｍ神父は日本でアル中の回復の活動に取り組む決意をした。せざるをえなかったのかもしれない。こうして、Ｍ神父の気の遠くなるような作業、活動がはじめられた。自分が生きるために。アル中が回復することを実証するために。Ｍ神父流に言えば、「山谷のアル中が回復すれば（日本の福祉や医療関係者は）文句ないでしょ」という表現になる。

　まず、埼玉県の大宮に企業の寮だった建物を借り、ハーフウェイハウス「大宮レジデンス」(※2)を開設（1975年）し、福祉事務所や精神病院からも見捨てられた最重症のアルコール依存症者8人ほどを受け入れ、共同生活をしながら飲まない生活のプログラムを始めた。その基本は一日3回のミーティングである。いろいろな地域の断酒会や米軍基地内のミーティングにも通いながら、日本のアル中との出会いを重ね、自分たちでミーティング場を作っていった。

　数年後、両手で数えるくらいの飲まないで回復のプログラムを実践する仲間が育った。さて、次。ハーフウェイハウスでは、限られた人数の依存症者しか受け入れられない。もっと多くの依存症者に回復のプログラムを提供していくため、毎日通うことのできるリハビリテーション･センター設立を計画。1978年、台東区に日本で始めての依存症者本人たちの運営による三ノ輪ＭＡＣ（三ノ輪マック）を開設した。同時に大宮レジデンスを閉じた。その頃に、Ｍ神父が、マックでの運営の参考にしたいと、僕のところに訪ねてきた。それがＭ神父との出会いだった。やがて、三ノ輪ＭＡＣ（以下マックと称す）には、各地域や施設、病院などから依存症者が通うようになった。

　寿地区での僕を含めた多くの援助者のかかわりは、同じことを性懲りもなく繰り返し、年月が経つにつれて重症化していくアル中に、病院や生活保護を何とか確保する手続きに追われているだけだった。関係者の気持ちの片隅には、いつか本人がこの状況に目覚め立ち直るのではないかと期待するものがあった。しかし、さまざま試行、積み重ねをしても依存症者の状況は少しも変わることがなかった。

ある日、僕のところに幻覚に見舞われたアル中が助けてくれとやってきた。福祉事務所では見捨てていて、入院先が決まれば受け入れましょうという姿勢だった。保健所のＳＷとともに入院を受け入れてくれる病院を探した。なかなか見つからない。仕方ないのでマックに通わすしかないかと思った。まあ時間稼ぎになるかもしれない。昨年から、何人か通わせたが、1～2日、長くて1週間位しか続かなかった。本人と明日の7時と約束した。多分こないだろう。アルコール依存症者は約束を守ったためしはない。翌日、本人は野宿で着古したオーバーを着込んで来た。シャワーを浴びて着替えてとすすめたが、本人はこれでよいと固辞。満員電車に乗る憂鬱を思いながらＪＲの石川町駅へ向かった。電車に乗るときは感動？的だった。乗り込むと彼の服装と発散する臭いに満員の乗客がサーッとよける。つり革につかまったら座っていた人がぱっと立ち上がる。申し訳ないが座ることにした。車中では音楽が聞えるという。後でわかったが車輪の響きが音楽に聞えたのだ。秋葉原駅で地下鉄に乗り換えた。階段を下りるときには、断崖に見えて足がすくんで歩けない。支えて降りた。そんなこんなで、ようやく三ノ輪に着いた。マックでは、本人はボーっとして宙のある一点を見詰めているだけだった。昼食は牛丼店に行く。彼は2杯のおかわりをした。さて、病院探しは、1週間になったが見つからない。満床であるか、あるいは、本人の名前を聞いただけで「その人はだめです。」の一言。気がつくと、本人は、一人でマックへ通い続けていた。彼は寿の単身のアルコール依存症者の回復の最初の人となった。それ以後、アルコール依存症者への福祉事務所の対応が変わり、マックへ通わせる指導を始め、その交通費も支出するようになった。以後、着実に回復している人が続いて今日につながっている。寿のアル中の一人が、マックを通しＡＡの方法を活用して回復の道を歩み始めてから27年になる。

　マックには依存症者だけでなく、医療・福祉関係者や家族なども訪ねてくるようになった。僕もその一人だった。Ｍ神父はそういう関係者のために、アルコール依存症の回復とそのプログラムについて理解するため、月1回、「プロセミナー」を開いてくれた。そこでは、毎回、ＡＡの12ステップを使って飲まない生活を続けている依存症者本人の体験を聞くことが出来た。アルコール依存症が病気であることを、回復している依存症者本人たちの体験から学ぶことができた。

　大宮レジデンスから三ノ輪ＭＡＣへの流れが、日本のアルコール問題と依存症者の回復にとって歴史的なエポックだったと僕は思っている。

　Ｍ神父の何気ない言葉は、アル中が病気であることを指摘したものだが、病気と理解できてない僕には、印象深い言葉が多かった。そのうちのひとつ。前にも述べたが、「心が原因ならば、わたしはアル中毒になっていません。アメリカには心という言葉ありません。」

　Ｍ神父は、アル中の回復のための活動を決意した時から、アルコール問題を抱える大阪のＴ神父をパートナーの一人と考えていた。Ｍ神父が大阪へＴ神父を誘いに行った時には、Ｔ神父は一足違いで、北海道のＴ修道院へ発った（追放！？）後だった。教区の決定だったという。Ｍ神父は、Ｔ神父宛に伝言を残していった。

次回は、わたしは、受取人がない小包だった。Ｔ神父の物語

